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第 3回
定例会

　

平
成
30
年
第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
３
日
か
ら
14
日
ま
で
、
12
日
間
の
会
期
で
行
い
ま
し
た
。

定
例
会
で
は
、
平
成
29
年
度
決
算
に
関
す
る
認
定
９
件
を
は
じ
め
、
平
成
30
年
度
補
正
予
算
な

ど
議
案
９
件
・
報
告
１
件
・
同
意
１
件
・
諮
問
２
件
・
委
員
会
発
議
１
件
が
提
案
さ
れ
、
す
べ

て
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

平成29年度の主な事業結果

地域福祉交流拠点施設設置事業（新規）
２８１１万円

文化財事務所新築移転工事（新規）
６１９０万円

　空家を改修し、気軽に利用可能な認知症カフェや、ボランティアの育成
の場として利用。
　財源は、地方創生交付金１０９０万円、町債１０９０万円、一般財源６
３１万円。

　老朽化した既存の事務所を移転し、隣接する南下古墳公園と併せて町の
歴史・文化の情報発信拠点として新築。
　財源は、企業版ふるさと納税３０００万円、基金繰入金１７００万円、
一般財源１４９０万円。

　平成29年度一般会計歳出総額は７２億２１６４万円でした。ここでは、注目す べき事業をピックアップしてお伝えします。平成２９年度一般会計決算について
の詳細は、４・５ページをご覧ください。
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キラリ
ココに注目 平成29年度の主な事業結果

役場西駐車場整備事業（新規）
１８８９万円

花と緑のぐんまづくり inよしおか（新規）
１８００万円

　役場西駐車場を西側に２３１４㎡（普通自動車７
２台分）拡張し、来庁者の利便性の向上を図った。
　財源は、一般財源１８８９万円。

　群馬県・吉岡町が主催となり、「ともに育てる花と
緑のまち」をテーマに４月１４日から３０日間、役
場周辺を中心に開催され、花と緑にあふれた会場に
約７万人の来場があった。
　財源は、一般財源１８００万円。

事　業　名 決　算　額 内　　　　　容

駒寄スマートＩＣ大型
車対応化事業
（継続）

１億９５４４万円
　前橋市、吉岡町およびネクスコ東日本が連携し、この事業を進めた。平成２９年度は、用地取得・
移設補償などを実施し、東側側道の一部付替え工事などを実施。
　財源は、国庫支出金１億５２７万円、前橋市負担金６５６０万円、一般財源２４５７万円。

南下城山防災公園整備
事業（継続） １億３８４２万円

　町民誰もが楽しめる大規模公園を桃井城址に整備する工事を進めた。平成２９年度は、駐車
場設置、園路工事、植栽工事、公園進入道路改良工事など実施。
　財源は、国庫支出金８１０７万円、町債５５７０万円、一般財源１６５万円。

町道「明小・北
きた ほ っ ち お か

発地岡線」
道路改良事業
（継続）

４２０５万円
　平成２８年度から明治小の通学路である本路線を拡幅すると共に、歩道を整備した。平成２
９年度は長さ１３７. ９ｍの舗装工事などを実施し完成。
　財源は、国庫支出金１２７２万円、一般財源２９３３万円。

橋
きょうりょう

梁の長寿命化
（継続） ３６３２万円

　町が管理する橋の長寿命化を図るため、定期点検、補修設計および補修工事を実施した。平
成２８年度繰越事業は、補修工事（６橋）が完成。平成２９年度は、補修工事（２橋）を発注
して翌年度に繰り越した。
　財源は、国庫支出金１７２６万円、一般財源１９０６万円。

防災無線デジタル化
事業（継続） ６７５５万円

　渋川広域消防本部の無線放送施設のデジタル化が完了していることなども踏まえ、防災行政
無線施設のデジタル化を実施する。平成２９年度は親局・子局１局の設備工事を実施。
　財源は、国庫支出金４９３３万円、町債１８２０万円、一般財源２万円。

文化センターエントラ
ンスホール東側自動ド
ア設置工事（新規）

１０９６万円

　子どもから高齢者まで多世代が利用している吉岡町文化センターの、地域交流施設としての
機能充実を図るため、東側に隣接する「ふれあい公園」の一体的な活用が可能となるよう、同
エントランスホール東側に自動ドアを設置する工事を実施。
　財源は、一般財源１０９６万円。

（仮称）林道粟
あわごもり

籠・井
い で

堤
線新設事業（新規） ５６２万円

　県道前橋・伊香保線と上野原南部地区を接続する林道を開設するための測量設計の業務委託
を実施。
　財源は、県支出金２８０万円、一般財源２８２万円。

明治小学校職員室改修
事業（新規） ３６７万円

　明治小学校の児童数増加に伴い、教職員数も増加し、職員室の面積が不足していることから、
拡幅改修工事を行うための設計を実施。
　財源は、一般財源３６７万円。

キラリ

　平成29年度一般会計歳出総額は７２億２１６４万円でした。ここでは、注目す べき事業をピックアップしてお伝えします。平成２９年度一般会計決算について
の詳細は、４・５ページをご覧ください。
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民
生
費
・
教
育
費
減
少
す
る
が

土
木
費
前
年
対
比
11
・
２
％
の
増

歳
　
　
入

 歳入・歳出   共に微増

　
　

依
存
財
源
　
・5

％

自

主
財
源　

・5％50
49

行政の格差をなくすため、
国から交付されたお金

総務費
7億9156万円
11.0%

繰越金
7129万円
1.0%

その他収入
8億9172万円
12.2%

分担金・負担金
1億5564万円
2.1%

地方交付税
11億5294万円
15.7%

国・県支出金
16億5103万円
22.5%

町債（借入金）
3億6700万円
5.0%

その他交付金等
5億2589万円
7.3%

町税
25億123万円
34.2%

歳出
72億

2164万円

歳入
73億

1674万円
民生費
25億666万円
34.7％

議会費
9849万円
1.4%

借金返済金
9億8651万円
13.7%

その他
6890万円
0.9%

教育費
6億5227万円
9.0％

消防費
3億7923万円
5.3%

土木費
8億1640万円
11.3%

農林水産業費
3億537万円
4.2％

衛生費
6億1625万円
8.5％

町民の皆さんから
の税金など

自治会事務委託料、緑地運動公
園・リバートピア吉岡管理、選
挙などにかかったお金

国・県などからの
補助金など

予防接種・健診、
ごみ処理など

高齢者・障害者福祉や
保育園、児童手当など

給食や小・中学校、
スポーツ施設の
維持管理などに
かかったお金

駒寄スマート IC
大型車対応化、
南下城山防災公
園整備など

町
の
家
計
簿
徹
底
チ
ェ
ッ
ク

町
の
家
計
簿
徹
底
チ
ェ
ッ
ク

 歳入・歳出    共に微増
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減
額
は
、
学
童
ク
ラ
ブ
施

設
新
築
事
業
・
明
治
小
学

校
校
舎
増
築
事
業
・
駒
寄

幼
稚
園
園
舎
建
て
替
え
事

業
の
完
了
な
ど
が
主
な
要

因
で
す
。

　

町
債
（
借
入
金
）
は
３

億
６
７
０
０
万
円
で
、
前

年
対
比
87
・
６
％
で
し
た
。

減
額
は
、
学
校
教
育
施
設

等
整
備
事
業
債
の
減
な
ど

に
よ
る
も
の
で
す
。
町
債

の
主
な
用
途
は
、
南
下
城

山
防
災
公
園
事
業
、
防
災

無
線
デ
ジ
タ
ル
化
事
業
、

地
域
福
祉
交
流
拠
点
施
設

設
置
事
業
な
ど
で
し
た
。

　

平
成
29
年
度
歳
入
決
算

額
は
、
73
億
１
６
７
４
万

円
で
前
年
対
比
１
０
１
％
、

歳
出
決
算
額
は
72
億
２
１

６
４
万
円
で
前
年
対
比
１

０
０
・
６
％
で
し
た
。

　

主
な
歳
入
の
う
ち
、
町

税
は
25
億
１
２
３
万
円
で

前
年
対
比
１
０
２
％
、
地

方
交
付
税
は
11
億
５
２
９

４
万
円
で
前
年
対
比
96
・

７
％
、
国
庫
支
出
金
は
10

億
７
６
７
０
万
円
で
前
年

対
比
84
・
７
％
で
し
た
。

（写真説明：本年度完成に向けて工事が進む南下城山防災公園）
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歳
　
　
出

平成２９年度一般会計決算

 歳入・歳出   共に微増

　
　

依
存
財
源
　
・5

％

自

主
財
源　

・5％50
49

行政の格差をなくすため、
国から交付されたお金

総務費
7億9156万円
11.0%

繰越金
7129万円
1.0%

その他収入
8億9172万円
12.2%

分担金・負担金
1億5564万円
2.1%

地方交付税
11億5294万円
15.7%

国・県支出金
16億5103万円
22.5%

町債（借入金）
3億6700万円
5.0%

その他交付金等
5億2589万円
7.3%

町税
25億123万円
34.2%

歳出
72億

2164万円

歳入
73億

1674万円
民生費
25億666万円
34.7％

議会費
9849万円
1.4%

借金返済金
9億8651万円
13.7%

その他
6890万円
0.9%

教育費
6億5227万円
9.0％

消防費
3億7923万円
5.3%

土木費
8億1640万円
11.3%

農林水産業費
3億537万円
4.2％

衛生費
6億1625万円
8.5％

町民の皆さんから
の税金など

自治会事務委託料、緑地運動公
園・リバートピア吉岡管理、選
挙などにかかったお金

国・県などからの
補助金など

予防接種・健診、
ごみ処理など

高齢者・障害者福祉や
保育園、児童手当など

給食や小・中学校、
スポーツ施設の
維持管理などに
かかったお金

駒寄スマート IC
大型車対応化、
南下城山防災公
園整備など
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年
度　
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年
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年
度　
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年
度　
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年
度　

平
成
20
年
度

町の借入金の推移

町の貯金の推移

一般会計町債残高
特別会計町債残高
水道事業会計町債残高　　　
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年
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28
年
度　

　
　

27
年
度　

　
　

26
年
度　

　
　

25
年
度　

　
　

24
年
度　

　
　

23
年
度　

　
　

22
年
度　

　
　

21
年
度　

平
成
20
年
度

平成２９年度一般会計決算

 歳入・歳出    共に微増
　

主
な
歳
出
の
う
ち
、
民

生
費
は
25
億
６
６
７
万
円

で
前
年
対
比
91
・
９
％
で

し
た
。
こ
れ
は
、
駒
寄
幼

稚
園
園
舎
建
て
替
え
事
業

や
駒
寄
第
３
学
童
ク
ラ
ブ

新
築
事
業
な
ど
の
完
了
に

よ
る
も
の
で
す
。

　

土
木
費
は
８
億
１
６
４

０
万
円
で
、
前
年
対
比
１

１
１
・
２
％
で
し
た
。
こ

れ
は
、
南
下
城
山
防
災
公
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に
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も
の
で
す
。

　

教
育
費
は
６
億
５
２
２

７
万
円
で
、
前
年
対
比

65
・
２
％
で
し
た
。
こ
れ

は
、
明
治
小
学
校
校
舎
増

築
事
業
の
完
了
な
ど
の
減

に
よ
る
も
の
で
す
。

　

歳
入
歳
出
差
引
額
は
、

９
５
１
０
万
円
で
、
歳
入

歳
出
差
引
額
か
ら
、
翌
年

度
へ
繰
り
越
す
財
源
を
差

し
引
い
た
実
質
収
支
額
は
、

２
５
１
１
万
円
で
し
た
。
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平成２９年度　特別会計決算
　町には、一般会計の他、７つの特別会計と１つの企業会計があります。特別会計は、特定の事業や
特定の収入で事業を行う場合に、一般会計と区別して設置します。
　各会計の決算額は以下のとおりです。

町の財政は
「健全」

１　健全化判断比率
実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

－　　％ －　　％ 10.5％ －　　％
（　　　　15.0）（　　　　20.0）（　　　　25.0） （　　　350.0）

〔10.7％〕

備考　各比率の早期健全化基準は（　）内に記載
　　　実質赤字額がない場合「－」を記載　　前年度は〔　　〕に記載

２　資金不足比率
公営企業会計の名称 資金不足比率

水道事業会計 －　％

公共下水道事業特別会計 －　％

農業集落排水事業特別会計 －　％
備考　資金不足がない場合「－」を記載

ミ
ニ
解
説

平成２９年度　会計別決算額 

会　　　計　　　名 歳　　　　入 歳　　　　出
一般会計 ７３億１６７４万円 ７２億２１６４万円

学校給食事業特別会計 １億１４０７万円 １億１３７４万円

公共下水道事業特別会計 ３億８０５４万円 ３億８０２４万円

国民健康保険事業特別会計 ２１億３１９０万円 ２０億９９３３万円

農業集落排水事業特別会計 １億６４４２万円 １億６４３２万円

住宅新築資金等貸付事業特別会計 ３５４万円 ３５４万円

介護保険事業特別会計 １３億６９０２万円 １３億３１９８万円

後期高齢者医療事業特別会計 １億７９３７万円 １億７６０５万円

会　　　計　　　名 収　　　　　入 支　　　　出

水道事業会計
収益的収支 ４億２４４８万円 ３億９８４４万円

資本的収支 ９２９８万円 ２億４７２４万円

資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額は、当年度分消費税および地方消費税資本的収支調整額、過年度分損益勘定留保資金で補
ほ て ん

填しました。

（万円未満は四捨五入）

早期健全化基準 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・地方公共団体の財政の健全性に関する基準。

実質赤字比率 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・一般会計と一部の特別会計を合わせた赤字の割合。

連結実質赤字比率 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・全ての会計を合わせた赤字の割合。

実質公債費比率 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・借入金の返済額とこれに準ずる経費の割合。

将来負担比率 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・企業会計、出資法人も含めた将来の支出予定額の割合。

資金不足比率 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・事業規模から見た各公営企業の資金不足の割合。

　財政健全化判断比率および資金不足比率が報告されました。健全
化判断比率のうち、いずれかが早期健全化基準以上になった場合は、
財政健全化計画を策定し、財政の健全化を図ることとなります。
　町の平成２９年度決算においては、いずれの数値も早期健全化基
準などを下回っています。

定
例
会

一
般
会
計

特
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計
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正
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他
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覧

一
般
質
問
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察
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研
修
町
の
散
歩
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他
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八
幡
山
グ
ラ
ウ
ン
ド

仮
設
広
場
整
備
工
事

の
利
用
目
的
と
、
そ
の
必

要
性
は
。

整
備
の
目
的
は
町
有

地
の
有
効
活
用
で
あ

る
が
、
中
学
校
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
部
も
練
習
可
能
な
仮

設
広
場
と
す
る
こ
と
で
、

中
学
校
校
庭
の
部
活
動
中

の
安
全
確
保
が
図
れ
る
と

考
え
て
い
る
。

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
概

略
検
討
業
務
の
内
容

は
。

駒
寄
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ

の
東
側
の
商
業
地
域

に
、
高
速
バ
ス
な
ど
の
発

着
を
誘
致
す
る
た
め
の
基

礎
資
料
の
作
成
。

会　計　名 補　正　額 補正後の予算額
一般会計 １億８６４８万円 ７５億２６７４万円

特
別
会
計

学校給食事業 １３万円 １億２１５８万円

公共下水道事業 １９４５万円 ４億４８０９万円

国民健康保険事業 ２３４５万円 １９億２４９２万円

農業集落排水事業 ▲７２万円 １億５７７０万円

介護保険事業 ３７１１万円 １４億８５４６万円

後期高齢者医療事業 ３０９万円 １億８７８４万円
企
業
会
計

水
道
事
業

収益的収支 ▲４７万円 ４億　２９１万円

資本的収支 　　　４万円 ２億８１３１万円

平成３０年度　各会計別補正予算の状況 （万円未満は四捨五入）

関
連
記
事
→
Ｐ
．10

一般会計補正予算

（増額）　
地方特例交付金 　　　　　　　　　　 １３９６万円
地方交付税　　　　　　　　　　　　  ３０２９万円
国庫支出金　
　保育所等整備交付金　　　　　　　　  ６２０万円
　南下城山防災公園事業補助金　　　　  ２２２万円
繰入金　
　財政調整基金　　　　　　　　　　  ３９４８万円
　渇水対策施設維持管理基金　　　　　  ９７７万円
　教育文化振興基金　　　　　　　　　  ５００万円
町債　　
　臨時財政対策債　　　　　　　　　　  ７５０万円
　駒小体育館用地取得事業　　　　　  ２１６０万円
　吉中校舎増築関連移設事業　　　　  ２９８０万円

（増額）
第三保育園新築助成事業　　　　　　　  ６９７万円
小倉揚水機場揚水ポンプ購入費　　　　  ８３３万円
町道改良測量設計委託料　　　　　　  １６２０万円
バスターミナル概略検討業務　　　　　  ４９０万円
南下城山防災公園整備事業費　　　　　  ３５０万円
スクールバス購入事業費　　　　　　　  ７７１万円
駒小建物補償費　　　　　　　　　　  １０００万円
中学校校舎増築関連移設工事　　　　  ３９８５万円
緊急対策工事　　　　　　　　　　　　  ９８２万円
　（中学校ブロック塀の安全対策のため）
八幡山グラウンド仮設広場整備工事　  １２００万円
給食センター施設補修計画検討業務委託料　 ３００万円

（減額）
町民プール解体工事　　　　　　　　　  ９９４万円

  歳入の主な補正   歳出の主な補正

　歳入歳出予算の総額に、それぞれ１億８６４８万円を
追加し、総額７５億２６７４万円としました。

吉中増築工事に大幅補正

定
例
会

一
般
会
計

特
別
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計

補
正
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他
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審
査
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散
歩
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　予算決算常任委員会が９月４・
５・６日、総務常任委員会が１１
日、文教厚生常任委員会が１２日、
産業建設常任委員会が１３日に行
われ、付託された議案などについ
て審査しました。

し
て
い
く
。

職
員
研
修

文
書
事
務
研
修
の
内

容
と
参
加
人
数
は
。

法
制
執
務
研
修
で
48

人
が
参
加
。

平
成
29
年
度
に
県
庁

で
行
わ
れ
た
「
障
害

平
等
研
修
」
に
町
職
員
も

参
加
し
て
い
る
が
、
町
で

の
実
施
に
つ
い
て
の
考
え

は
。

県
庁
の
研
修
に
は
室

長
２
人
が
参
加
。
研

修
の
実
施
に
つ
い
て
は
検

討
課
題
と
し
て
い
く
。

吉
岡
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

視
覚
障
害
対
応
と
し

て
の
、「
広
報
よ
し
お

か
」
の
読
み
上
げ
機
能
の
改

善
が
進
ん
で
い
な
い
が
。

現
在
業
者
と
対
応
を

協
議
し
て
い
る
。

　

付
託
さ
れ
た
平
成
29
年

度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決

算
認
定
に
つ
い
て
審
査
し

ま
し
た
。

 

法
人
町
民
税
（
現
年
度
分
）

前
年
対
比
で
１
０
８

９
万
円
（
７
・
４
％
）

の
増
の
理
由
は
。

法
人
数
が
平
成
28
年

度
の
４
２
０
社
か
ら

18
社
増
加
し
た
た
め
。

ふ
る
さ
と
納
税

当
初
予
算
に

対
し
て
大
幅

減
。
返
礼
品
の
魅

力
を
上
げ
て
い
く

こ
と
な
ど
、
増
収

に
向
け
た
対
応
策

は
。

返
礼
品
の
納

入
業
者
の
募

集
拡
大
を
商
工
会

と
協
力
し
て
進
め
る
。

返
礼
品
で
一
番
人
気

の
米
は
、
今
後
は
吉

岡
町
産
の
み
に
制
限
さ
れ

る
。
返
礼
品
用
の
米
の
確

保
な
ど
の
対
応
は
。

新
米
を
で
き
る
だ
け

確
保
し
て
も
ら
う
よ

う
、
Ｊ
Ａ
に
お
願
い
す
る
。

コ
ン
ビ
ニ
収
納

コ
ン
ビ
ニ
収
納
手
数

料
が
減
だ
っ
た
理
由

は
。

給
与
か
ら
の
※１

特
別

徴
収
に
よ
り
、
納
入

件
数
が
減
少
し
た
た
め
。

道
の
駅
よ
し
お
か
温
泉
・

リ
バ
ー
ト
ピ
ア
吉
岡

対
岸
の
前
橋
市
側
に

道
の
駅
が
で
き
る
が
、

今
後
の
対
応
は
。

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
の
全

国
大
会
開
催
に
向
け

て
対
応
中
。
前
橋
の
道
の

駅
と
は
相
乗
効
果
を
期
待

し
た
い
。

事
務
事
業
棚
卸
調
査
業
務

抽
出
さ
れ
た
課
題
に

対
す
る
今
後
の
取
り

組
み
は
。

各
課
・
室
の
業
務
量

や
、
職
員
の
年
齢
構

成
の
ば
ら
つ
き
な
ど
の
課

題
が
出
た
。
機
構
改
革
を

進
め
る
中
で
検
討
材
料
と

予
算
決
算
常
任
委
員
会

問

問問

問問

問 答

答

答答答

答 ふ
る
さ
と
納
税
伸
び
ず
７
１
３
万
円

ふるさと納税は町の産業振興にもなる
（返礼品の一つのアップルパイ）

定
例
会

一
般
会
計

特
別
会
計

補
正
予
算 

他

委
員
会
審
査
委
員
会
発
議 

他

賛
否
一
覧

一
般
質
問

臨
時
会

視
察
・
研
修
町
の
散
歩
道 

他

地
域
福
祉
交
流
拠
点
施
設

利
用
数
が
少
な
く
、

開
い
て
い
な
い
日
が

多
い
。
多
額
の
税
金
で
設

置
さ
れ
た
施
設
な
の
で
、

よ
り
有
効
な
活
用
を
。

夏
休
み
中
に
駒
寄
小

の
５
・
６
年
生
を
対

象
に
、「
子
ど
も
食
堂
」
を

試
験
的
に
開
催
し
好
評
だ

っ
た
。
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て

い
る
学
習
支
援
を
、
当
施

設
で
実
施
す
る
こ
と
も
検

討
し
て
い
る
。

※２
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

支
給
者
数
が
大
幅
増

と
な
っ
た
が
。

啓
発
や
検
査
の
普
及
、

共
働
き
の
増
な
ど
が

要
因
と
考
え
ら
れ
る
。

保
育
園
・
幼
稚
園

延
長
保
育
が
増
加
傾

向
に
あ
る
が
。

現
在
、
第
三
・
第
四

保
育
園
で
実
施
。
平

成
28
年
度
か
ら
急
増
し
て

い
る
。
新
た
に
第
一
保
育

園
で
の
実
施
に
つ
い
て
話

を
進
め
て
い
る
。

問問問

問問問

答

答答答

答答
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平
成
29
年
度
か
ら
、

「
※３

技
能
・
経
験
に
応

じ
た
保
育
士
等
の
処
遇
改

善
」
が
始
ま
っ
て
い
る
が
、

保
育
園
で
の
実
施
状
況
は
。

い
く
つ
か
の
保
育
園
で

検
討
を
進
め
て
い
る
。

※４
年
中
児
こ
こ
ろ
の

成
長
ア
ン
ケ
ー
ト

ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
収

率
が
67
・
３
％
と
少

な
い
。
回
収
率
増
へ
、
よ

問答

各種企画・講習会などを積極的に行ってほしい（文化財事務所）

定
例
会

一
般
会
計

特
別
会
計

補
正
予
算 

他

委
員
会
審
査
委
員
会
発
議 

他

賛
否
一
覧

一
般
質
問

臨
時
会

視
察
・
研
修
町
の
散
歩
道 

他

り
一
層
の
取
り
組
み
が
必

要
で
は
な
い
か
。

低
調
な
の
は
事
実
だ

が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の

提
出
方
法
を
改
善
し
た
の

で
、
今
後
は
向
上
す
る
と

考
え
ら
れ
る
。

し
尿
・
ご
み
処
理
事
業

事
業
者
の
ご
み
が
、

一
般
の
集
積
所
に
大

量
に
出
さ
れ
て
い
る
。
違

法
な
の
で
し
っ
か
り
と
し

た
対
応
を
。

事
業
者
へ
の
指
導
と

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

で
の
周
知
に
努
め
る
。

南
下
城
山
防
災
公
園

整
備
事
業

公
園
の
除
草
な
ど
管

理
費
の
削
減
対
策
は
。

現
在
検
討
中
。
シ
ル

バ
ー
人
材
に
で
き
る

だ
け
委
託
し
、
専
門
的
な

と
こ
ろ
を
業
者
に
委
託
す

る
な
ど
、
コ
ス
ト
削
減
に

努
め
る
。

防
災
公
園
の
正
式
名

称
は
。

本
年
10
月
の
広
報
で

愛
称
を
募
集
す
る
予

定
。消

防
団
員
自
動
車
運
転   

免
許
取
得
費
補
助
金

当
該
年
度
の
補
助
金
で

の
免
許
取
得
状
況
は
。

３
人
が
取
得
。
本
年

４
月
時
点
で
は
、
１

０
２
人
の
う
ち
20
人
が
未

取
得
。

 

携
帯
メ
ー
ル
配
信
シ
ス
テ
ム

（
よ
し
お
か
ほ
っ
と
メ
ー
ル
）

登
録
者
数
が
１
６
６
４

人
と
ま
だ
少
な
い
が
。

い
ろ
い
ろ
な
情
報
発

信
を
し
て
い
く
な
か

で
登
録
増
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
。

防
災
無
線
デ
ジ
タ
ル
化

防
災
無
線
の
選
定
で
、

ポ
ケ
ベ
ル
波
利
用
の

防
災
ラ
ジ
オ
と
の
比
較
検

討
は
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
。

電
波
の
通
り
が
よ
い
、

受
信
機
の
価
格
が
安

い
な
ど
魅
力
が
あ
る
が
、

補
助
金
対
象
で
は
な
い
こ

と
、
維
持
費
や
通
信
費
の

負
担
が
大
き
い
こ
と
か
ら

選
考
外
と
し
た
。

学
校
建
設
費
（
小
学
校
）

小
学
校
の
今
後
の
ク

ラ
ス
数
増
加
予
想
は
。

駒
寄
小
で
平
成
33
年

か
ら
36
年
の
間
で
28

ク
ラ
ス
に
な
る
。
教
室
数

が
不
足
す
る
た
め
特
別
教

室
を
普
通
教
室
に
用
い
て

カ
バ
ー
す
る
。

実
験
指
導
用
品（
中
学
校
）

理
科
実
験
機
器
に
は

補
助
金
の
対
象
に
な

る
も
の
が
あ
る
。
貴
重
な

税
金
か
ら
の
支
出
を
少
し

で
も
減
ら
す
べ
き
。

検
討
し
て
い
き
た
い
。

文
化
財
事
務
所
新
築
移
転

完
成
し
た
文
化
財
事

務
所
の
学
芸
員
の
配

置
は
。専

門
指
導
員
が
学
芸

員
資
格
を
持
っ
て
い

る
。

企
画
展
示
や
イ
ベ
ン

ト
な
ど
に
つ
い
て
の

考
え
は
。

夏
休
み
に
「
勾ま

が
た
ま玉
作

り
」
な
ど
を
行
っ
た
。

今
後
は
講
習
や
勉
強
会
の

開
催
に
つ
い
て
も
模
索
し

て
い
く
。

八
幡
山
グ
ラ
ウ
ン
ド

用
地
取
得
の
状
況
は
。

ほ
ぼ
完
了
し
て
い
る
。

文
化
セ
ン
タ
ー

利
用
者
が
減
少
し
て

い
る
が
改
善
策
は
。

自
主
事
業
の
工
夫
な

ど
で
対
応
を
検
討
し

て
い
る
。

※１

特
別
徴
収

住
民
税
な
ど
を
納
税
義
務
者
に
直
接
納
付
さ
せ
る
の
で
は
な

く
、
事
業
者
に
徴
収
・
納
入
さ
せ
る
徴
収
方
法
。

※２

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

支
援
を
必
要
と
す
る
障
害
の
あ
る
子
ど
も
を
、
放
課
後
や
長

期
休
暇
中
に
預
か
る
サ
ー
ビ
ス
。

※３

技
能
・
経
験
に
応
じ
た
保
育
士
等
の
処
遇
改
善

副
主
任
保
育
士
な
ど
中
堅
の
役
職
を
設
け
て
処
遇
改
善
に
取

り
組
む
保
育
園
な
ど
に
対
し
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
仕
組
み

の
構
築
を
支
援
す
る
も
の
。

※４

年
中
児
こ
こ
ろ
の
成
長
ア
ン
ケ
ー
ト

５
歳
に
達
す
る
児
童
の
保
護
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
、
発
達
障
害
の
早
期
発
見
と
支
援
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め

の
事
業
。

ミニ解説

問

答

答

答

答

答答 答

答

答答

答答答

問

問

問

問

問問

問問

問 問

問問
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給
食
セ
ン
タ
ー
施
設

補
修
計
画
検
討
業
務

委
託
料
３
０
０
万
円
。
な

ぜ
年
度
当
初
に
計
上
し
な

か
っ
た
か
。

調
理
委
託
会
社
の
聞

き
取
り
の
結
果
、
必

要
性
が
分
か
っ
た
た
め
。

　

一
般
会
計
補
正
予
算
、

認
定
１
件
に
つ
い
て
審
査

し
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算

高
校
生
等
通
学
支
援

事
業
補
助
金
50
万
円

の
増
額
の
内
容
は
。

現
在
37
万
９
千
円
の

助
成
額
で
あ
り
、
好

評
を
得
て
予
算
が
不
足
す

る
予
測
の
た
め
増
額
し
た
。

第
三
保
育
園
新
築
事

業
の
予
算
で
、
待
機

児
童
の
解
消
が
で
き
る
か
。

定
員
１
１
０
人
か
ら

１
４
０
人
と
な
り
、

対
応
で
き
る
と
考
え
る
。

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
概

略
検
討
業
務
４
９
０

万
円
の
内
容
は
。

駒
寄
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ

の
東
側
で
県
道
か
ら

午
王
頭
川
ま
で
を
新
商
業

地
域
と
し
、高
速
バ
ス
（
路

線
・
貸
し
切
り
）
タ
ー
ミ

ナ
ル
の
発
着
場
を
設
け
た

い
。
バ
ス
会
社
と
の
協
議

も
含
め
、
確
実
な
計
画
に

し
た
い
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
購
入

費
７
６
９
万
円
。
何

人
乗
り
で
、
古
い
バ
ス
の

処
理
は
。

29
人
乗
り
。
老
朽
化

の
た
め
廃
車
予
定
。

駒
小
建
物
補
償
費
１

千
万
円
の
内
容
は
。

体
育
館
建
設
予
定
地

内
の
建
物
補
償
費
の

増
額
。町

民
プ
ー
ル
解
体
工

事
で
９
９
４
万
円
減

の
理
由
は
。

入
札
に
よ
る
減
額
。

吉
中
校
舎
増
築
関
連

移
設
工
事
３
９
８
５

万
円
に
関
連
し
て
、
プ
ー

ル
跡
地
の
計
画
は
。

中
学
校
体
育
館
西
に

４
３
２
台
分
の
駐
輪

場
を
予
定
。
プ
ー
ル
跡
地

は
駐
車
場
に
な
る
。

八
幡
山
グ
ラ
ウ
ン
ド

仮
設
広
場
整
備
工
事

１
２
０
０
万
円
の
計
画
概

要
は
。
な
ぜ
今
緊
急
の
補

正
か
。町

有
地
の
有
効
活

用
が
目
的

で
、
南
側
駐
車

場
を
削さ

く
へ
い平
し
、

仮
設
の
バ
ッ
ク

ネ
ッ
ト
と
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
を
作

る
。
最
終
的
な

グ
ラ
ウ
ン
ド
の

整
備
に
支
障
の

な
い
よ
う
に
し

た
い
。
県
内
高

校
校
庭
で
の
死

亡
事
故
を
受
け
、

早
急
な
危
険
防

止
を
考
え
た
。

総
務
常
任
委
員
会

産業建設常任委員会

問

問 問

問

問 問

問 問問

答

答

答

答

答 答

答 答答 児
童
生
徒
増
、
学
校
建
設
費
が
増
額

老朽管（石綿管）更新工事進む
　
認
定
３
件
、
議
案
３
件
に

つ
い
て
、
審
査
し
ま
し
た
。

水
道
事
業
会
計
決
算

老
朽
管
（
石
綿
管
）

更
新
工
事
を
進
め
て

い
る
が
、
計
画
に
関
す
る

今
後
の
見
込
み
は
。

本
年
度
も
防
衛
省
の

補
助
事
業
を
活
用
し
、

老
朽
管
の
更
新
工
事
１
６

２
９
ｍ
を
実
施
し
た
。
補

助
事
業
で
残
り
７
５
２
７

ｍ
を
更
新
す
る
。

町
の
１
年
間
の
取
水

量
（
水
道
原
水
で
浄

水
す
る
前
の
水
）
と
配
水

量
（
浄
水
さ
れ
配
水
池
か

ら
送
り
出
さ
れ
る
水
量
）

は
。

水
源
は
６
カ
所
で
、

取
水
量
の
合
計
は
３

１
９
万
２
６
０
３
㎥
。
配

水
量
は
３
０
６
万
７
１
３

８
㎥
。公

共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
決
算

公
共
下
水
道
事
業
債

発
行
と
償
還
は
。

問問問 答答

駐車場となるプール跡地

定
例
会

一
般
会
計

特
別
会
計

補
正
予
算 

他

委
員
会
審
査
委
員
会
発
議 

他

賛
否
一
覧

一
般
質
問

臨
時
会

視
察
・
研
修
町
の
散
歩
道 

他
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議
案
５
件
、
認
定
４
件
、

お
よ
び
案
件
１
件
に
つ
い

て
審
査
し
ま
し
た
。

学
校
給
食
事
業

特
別
会
計
決
算

未
納
家
庭
の
効
果
的

な
収
納
対
策
は
。

口
座
振
替
日
前
に
残

高
確
認
の
メ
ー
ル
配

信
を
行
っ
て
い
る
。
今
後

は
、
コ
ン
ビ
ニ
収
納
を
検

討
す
る
。

国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
決
算

国
民
健
康
保
険
税
収

納
率
は
、
県
内
他
市

町
村
と
比
べ
て
ど
う
か
。

平
成
28
年
度
で
は
22

位
で
あ
っ
た
。

上
昇
傾
向
に
あ
っ
た

特
定
健
診
受
診
率
が
、

平
成
29
年
度
減
少
し
た
要

因
は
。被

用
者
保
険
の
加
入

者
増
で
、
国
保
加
入

者
が
減
少
。
フ
リ
ー
ラ
ン

ス
や
、
農
業
従
事
者
な
ど

の
自
営
業
者
が
、
忙
し
さ

を
理
由
に
、
受
診
し
な
か

っ
た
た
め
で
は
な
い
か
と

考
え
る
。

特
定
健
診
受
診
率
は
、

県
内
他
市
町
村
と
比

べ
て
ど
う
か
。

平
成
28
年
度
で
は

17
位
で
あ
っ
た
。

介
護
保
険
事
業

特
別
会
計
決
算

高
齢
人
口
が
増

え
る
中
で
、
要

介
護
認
定
者
総
数
が
、

減
少
傾
向
に
あ
る
要

因
は
。高

齢
者
の
筋
力

ト
レ
ー
ニ
ン
グ

や
は
つ
ら
つ
体
操
、

地
域
サ
ロ
ン
活
動
な

ど
の
運
動
で
、
介
護

予
防
が
、
図
ら
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
る
。

普
通
徴
収
過
年
度
分

の
徴
収
率
が
、
極
め

て
低
く
年
々
低
下
傾
向
に

あ
る
理
由
は
。

納
入
が
困
難
な
高
齢

者
が
増
え
て
い
る
の

も
一
因
と
考
え
る
。

後
期
高
齢
者
医
療
事
業

特
別
会
計
決
算

平
成
29
年
度
31
・
31 

％
の
健
康
診
査
実
施

率
は
ど
の
よ
う
に
推
移
し

て
い
る
か
。

平
成
28
年
度
31
・
７ 

％
、
平
成
27
年
度
31
・

48
％
。

吉
岡
町
家
庭
的
保
育
事
業
等
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

今
回
の
改
正
の
ポ
イ

ン
ト
は
何
か
。

１
つ
目
は
、
代
替
保

育
に
関
わ
る
連
携
施

設
の
要
件
の
緩
和
、
２
つ

目
は
、
食
事
の
提
供
の
特

例
に
関
わ
る
搬
入
施
設
の

緩
和
、
３
つ
目
は
、
食
事

の
提
供
に
関
す
る
基
準
の

猶
予
期
間
を
、
法
施
行
後

５
年
間
を
、
10
年
間
に
延

長
す
る
も
の
。

下
水
道
整
備
に
は
多

額
の
資
金
が
必
要
と

な
る
。
確
実
な
資
金
調
達

が
図
れ
、
元
利
償
還
金
に

対
し
て
交
付
税
措
置
さ
れ

る
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。
必

要
に
応
じ
活
用
し
た
い
。

農
業
集
落
排
水
事
業

特
別
会
計
決
算

炭
化
処
理
施
設
の
稼

働
お
よ
び
農
業
集
落

排
水
事
業
の
今
後
の
計
画

は
。

今
後
の
稼
働
は
未
定
。

農
業
集
落
排
水
事
業

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

問問問

問

問 問

問問

答答

答

答 答

答

答答

学
校
給
食
費
・
国
保
税
の
未
納
者
対
策
を

に
つ
い
て
は
、
公
共
下
水
道

事
業
へ
の
編
入
を
上
野
田
地

区
か
ら
検
討
し
て
い
る
。

上
水
道
と
井
戸
水
な

ど
を
併
用
す
る
人
に

対
し
て
の
、
下
水
道
へ
の

接
続
や
使
用
料
の
負
担
に

つ
い
て
は
。

農
業
集
落
排
水
事
業

区
域
で
の
接
続
は
無

い
。
公
共
下
水
道
事
業
区

域
で
は
９
戸
が
接
続
し
て

い
る
。
使
用
料
に
つ
い
て

は
、
届
出
に
基
づ
き
料
金

賦
課
し
て
い
る
。

問

問答

答 答

更新が進む老朽石綿管

「元気な方向付け体操」に励む高齢者（老人福祉センター）

定
例
会

一
般
会
計

特
別
会
計

補
正
予
算 

他

委
員
会
審
査
委
員
会
発
議 

他

賛
否
一
覧

一
般
質
問

臨
時
会

視
察
・
研
修
町
の
散
歩
道 

他
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新
教
育
委
員
に
藤
多
ゆ
か
り  

さ 

ん 
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
に

小
林  

さ 

ん 
・
中
島  

さ 

ん 

　

教
育
委
員
の
髙
田
友
美

さ
ん
が
平
成
30
年
９
月
30

日
で
任
期
満
了
と
な
り
ま

し
た
。

　

町
長
か
ら
新
た
に
教
育

委
員
と
し
て
、
藤
多
ゆ
か

り
さ
ん
（
漆
原
・
53
歳
）

を
任
命
す
る
こ
と
に
同
意

　

人
権
擁
護
委
員
に
小
林

祐
司
さ
ん
（
上
野
田
・
61

歳
）、中
島
信
好
さ
ん
（
大

久
保
・
67
歳
）
を
推
薦
す

る
町
長
の
諮
問
に
対
し
、

議
会
は
全
会
一
致
で
適
任

と
認
め
答
申
し
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
人

権
相
談
や
人
権
思
想
の
啓

発
活
動
な
ど
を
行
い
ま

す
。
任
期
は
３
年
で
す
。

教育委員
藤
ふ じ た

多 ゆかり さん

人権擁護委員
小
こ ば や し

林 祐
ゆ う じ

司 さん

人権擁護委員
中
な か じ ま

島 信
の ぶ よ し

好 さん

を
求
め
ら
れ
、
議
会
は
全

会
一
致
で
同
意
し
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
は
教
育
委
員

会
の
審
議
の
他
、
学
校
行

事
・
会
議
へ
の
参
加
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
い

ま
す
。
任
期
は
４
年
で
す
。

発委第1号
「群馬大学医学部附属病院に係る特定機能病院の早期承認を求める意見書」

委員会発議

文教厚生常任委員長

　飯
い い じ ま

島　衛
まもる

　

群
大
病
院
で
は
、

腹
腔
鏡
手
術
の
医
療
事
故

が
判
明
し
、
特
定
機
能
病
院
の

承
認
を
取
り
消
さ
れ
た
が
、
事
故
判

明
以
来
、
診
療
体
制
の
見
直
し
・
安
全

管
理
体
制
の
整
備
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
改
革

を
進
め
て
い
る
。こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、

外
部
委
員
で
構
成
さ
れ
る
病
院
監
査
委
員

会
で
高
く
評
価
さ
れ
て
お
り
、
今
年
５
月

に
厚
生
労
働
大
臣
あ
て
特
定
機
能
病
院
の

再
承
認
を
行
っ
た
。

　

群
大
病
院
に
、
特
定
機
能
病
院
の
取
り

扱
い
が
さ
れ
な
い
こ
と
は
、
高
度
医
療
技

術
の
研
究
開
発
や
人
材
育
成
機
能
に
も

支
障
を
来
し
て
い
る
。
つ
い
て
は

国
に
お
い
て
早
期
の
再
承
認

を
強
く
要
望
す
る
。

委
員
会
審
査
報
告

定
例
会

一
般
会
計

特
別
会
計

補
正
予
算 

他

委
員
会
審
査
委
員
会
発
議 

他

賛
否
一
覧

一
般
質
問

臨
時
会

視
察
・
研
修
町
の
散
歩
道 

他
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第３回 定例会賛否一覧

議員名　　

　　議案名

結果 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

賛
　
　
成

反
　
　
対

議
決
結
果

富
岡
　
大
志

大
林
　
裕
子

金
谷
　
康
弘

五
十
嵐
善
一

柴
﨑
德
一
郎

竹
内
　
憲
明

髙
山
　
武
尚

村
越
　
哲
夫

坂
田
　
一
広

飯
島
　
　
衛

岩
﨑
　
信
幸

平
形
　
　
薫

山
畑
　
祐
男

小
池
　
春
雄

岸
　
　
祐
次

馬
場
　
周
二

議
案 第39号

家庭的保育事業等の設備及び運営に関す
る基準を定める条例の一部改正…１１
ページ参照

15 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

認
　
　
　
　
　
　
　
　
定

第1号 平成 29年度一般会計歳入歳出決算認定
…４・５ページ参照 15 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第2号 平成 29年度学校給食事業特別会計歳入
歳出決算認定…６ページ参照 15 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第3号 平成 29年度公共下水道事業特別会計歳
入歳出決算認定…６ページ参照 15 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第4号 平成 29年度国民健康保険事業特別会計
歳入歳出決算認定…６ページ参照 14 1 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ －

第5号 平成 29年度農業集落排水事業特別会計
歳入歳出決算認定…６ページ参照 15 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第6号 平成 29年度住宅新築資金等貸付事業特
別会計歳入歳出決算認定…６ページ参照 15 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第7号 平成 29年度介護保険事業特別会計歳入
歳出決算認定…６ページ参照 14 1 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ －

第8号 平成 29年度後期高齢者医療事業特別会
計歳入歳出決算認定…６ページ参照 15 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第9号 平成 29年度水道事業会計利益の処分及
び決算認定…６ページ参照 15 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議
　
　
　
　
　
　
　
　
案

第40号 平成 30年度一般会計補正予算…７ペー
ジ参照 15 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第41号 平成 30年度学校給食事業特別会計補正
予算…７ページ参照 15 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第42号 平成 30年度公共下水道事業特別会計補
正予算…７ページ参照 15 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第43号 平成 30年度国民健康保険事業特別会計
補正予算…７ページ参照 15 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第44号 平成 30年度農業集落排水事業特別会計
補正予算…７ページ参照 15 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第45号 平成 30年度介護保険事業特別会計補正
予算…７ページ参照 15 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第46号 平成 30年度後期高齢者医療事業特別会
計補正予算…７ページ参照 15 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第47号 平成 30年度水道事業会計補正予算…７
ページ参照 15 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

同
意 第2号 教育委員会委員の任命…１２ページ参照 15 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

諮
　
問

第1号 人権擁護委員候補者の推薦…１２ページ
参照 15 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第2号 人権擁護委員候補者の推薦…１２ページ
参照 15 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

発
委 第1号

群馬大学医学部附属病院に係る特定機能
病院の早期承認を求める意見書…１２
ページ参照

15 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

可…可決、否…否決、○…賛成、×…反対、欠…欠席、退…退席、除…除斥
議長は採決に加わっていないため「－」で表示

定
例
会

一
般
会
計

特
別
会
計

補
正
予
算 

他

委
員
会
審
査
委
員
会
発
議 

他

賛
否
一
覧

一
般
質
問

臨
時
会

視
察
・
研
修
町
の
散
歩
道 

他
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議員 4 人議員 4 人一般
質問

 ■五十嵐　善一議員（１５ページ）	
１．公文書の保存・管理について
２．マイナンバーカードの普及に向けて
３．学校に関わる諸問題について

■山畑　祐男議員（１６ページ）
１．男女共同参画事業について
２．子ども達を取り巻く問題
３．大型商業施設進出について
４．防災の取り組み
５．家庭ごみについて

■飯島　衛議員（１７ページ）
１．子育て支援について
２．学校給食について
３．遊具の維持点検管理について
４．吉岡中北の交差点の課題について

■小池　春雄議員（１８ページ）
１．災害時の避難体制
２．学校給食の地産地消と食の安全

９月定例会の一般質問は７日に行われました。
紙面の都合により要約してお伝えします。
なお、詳しい内容は吉岡町図書館に
備えてある会議録で確認できます。
また、平成２１年第１回定例会以降の会議録は、
吉岡町ホームページでもご覧になれます。

インターネット配信中です

本会議の様子を生中継、録画でも配信。 吉岡町議会 検 索アクセス方法は

一般質問は、執行機関が提出した
議案と関係なく、町の行政全般にわたって、

議員個人が執行機関に質問し、
見解を求めるものです。

吉岡町では、質問および答弁を合わせて、
１人６０分以内の持ち時間があります。

定
例
会

一
般
会
計

特
別
会
計

補
正
予
算 

他

委
員
会
審
査
委
員
会
発
議 

他

賛
否
一
覧

一
般
質
問

臨
時
会

視
察
・
研
修
町
の
散
歩
道 

他
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は
考
え
て
い
な
い
。

体
育
館
へ
の
エ
ア
コ

ン
設
置
の
考
え
は
。

教
育
委
員
会
事
務
局

長　

膨
大
な
費
用
と

維
持
費
に
よ
る
、
町
財
政

へ
の
影
響
な
ど
を
考
え
、

早
急
な
対
応
は
困
難
。

通
学
路
の
安
全
確
保

へ
の
対
応
策
は
。

産
業
建
設
課
長　

職

員
に
よ
る
巡
視
確
認

年
度
内
の
整
備
を
目
指
す
。

教
室
内
設
置
テ
レ
ビ

の
更
新
計
画
は
。

教
育
委
員
会
事
務
局

長　

個
別
修
理
な
ど

で
対
応
し
、
計
画
的
更
新

校
内
テ
レ
ビ
放
送
シ

ス
テ
ム
の
導
入
の
現

状
は
。教

育
長　

明
治
小
と

吉
岡
中
は
導
入
済
み
。

未
導
入
の
駒
寄
小
は
、
本

毎
年
４
月
に
１
回
実
施
。

文
書
管
理
シ
ス
テ
ム

の
運
用
実
態
は
。

総
務
政
策
課
長　

今

後
、
先
進
自
治
体
の

実
施
例
な
ど
を
参
考
に
、

町
に
合
う
も
の
を
研
究
。

町
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
交
付
率
は
。

町
長　

平
成
30
年
７

月
１
日
現
在
で
、６
・

２
％
で
あ
る
。

普
及
が
低
迷
し
て
い

る
要
因
は
。

町
民
生
活
課
長　

個

人
情
報
の
漏ろ

う
え
い洩
、
不

正
利
用
に
よ
る
財
産
的
被

害
な
ど
、
本
制
度
に
対
す

る
誤
解
が
少
な
か
ら
ず
あ

る
も
の
と
考
え
る
。

取
得
促
進
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
の
取
り
組
み
状

況
は
。町

長　

現
時
点
で
は

未
実
施
。
今
後
、
業

務
体
制
の
見
直
し
や
先
進

的
な
事
例
を
参
考
に
、
実

施
し
て
い
く
考
え
。

※

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

活
用
の
考
え
は
。

総
務
政
策
課
長　

現

時
点
で
の
導
入
は
、

コ
ス
ト
面
で
困
難
。
平
成

31
年
９
月
更
新
予
定
の
、

県
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
導

入
に
向
け
、
検
討
中
。

駒
寄
小
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
内
に
導
入
予
定

校
内
テ
レ
ビ
放
送
シ
ス
テ
ム
導
入
の
現
状
は

な
ど
を
随
時
行
い
、
問
題

箇
所
の
把
握
や
早
急
な
対

応
を
実
施
。

地
域
学
を
学
ぶ
出
前

授
業
の
導
入
を
。

教
育
委
員
会
事
務
局

長　

出
前
授
業
の
一

環
で
、
地
域
を
学
ぶ
場
と

し
て
、
吉
岡
町
文
化
財
セ

ン
タ
ー
の
有
効
活
用
も
検

討
。

大地震などで崩
ほうらく

落の危険性をはらんだ、
高い石垣沿いの通学路

答

定
例
会

一
般
会
計

特
別
会
計

補
正
予
算 

他

委
員
会
審
査
委
員
会
発
議 

他

賛
否
一
覧

一
般
質
問

臨
時
会

視
察
・
研
修
町
の
散
歩
道 

他

五
い が ら し

十嵐 善
よ し か ず

一  議員

「
公
文
書
管
理
条
例
」

制
定
の
考
え
は
。

町
長　

今
後
、
近
隣

市
町
村
の
動
向
な
ど

を
踏
ま
え
て
検
討
し
た
い
。

文
書
の
整
理
・
保
存

な
ど
の
実
質
的
作
業

主
体
は
。

町
長　

各
課
の
文
書

取
扱
主
任
を
中
心
に
、

各
職
員
が
実
施
。

保
存
書
庫
に
お
け
る

公
文
書
の
占
有
率
は
。

総
務
政
策
課
長　

ほ

ぼ
１
０
０
％
で
あ
る
。

文
書
取
扱
主
任
に
対

す
る
研
修
の
現
状
は
。

総
務
政
策
課
長　

新

規
採
用
時
に
、
文
書

管
理
全
般
の
教
養
を
実
施
。

そ
の
後
は
、
取
扱
主
任
へ
、

問

問問

問

問

問

問

問

問問

問

問 問 問 答

答

答答

答答

答

答

答答答

答答 答

 　近隣市町村の
　 動向などを
　 踏まえ、検討

「公文書管理
条例」制定の
考えは

答

答

※
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
活
用
し
て
行
う
、
政
府
運
営
の
オ

ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
。

ミニ解説
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あ
る
と
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

沿
っ
て
災
害
対
策
本
部
を

設
置
し
、
避
難
準
備
情
報

な
ど
の
情
報
を
住
民
に
伝

達
。

　

し
か
し
一
番
大
切
な
の

は
人
と
人
と
の
つ
な
が
り

で
あ
り
、
隣
近
所
の
助
け

合
い
が
非
常
に
重
要
と
考

え
る
。

自
然
災
害
に
対
し
て

の
町
の
対
応
策
は
。

町
長　

ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
を
作
成
し
全
戸

に
配
布
予
定
。
防
災
無
線

デ
ジ
タ
ル
化
事
業
も
進
め

て
い
る
。

町
民
生
活
課
長　

県
の
防

災
情
報
シ
ス
テ
ム
な
ど
か

ら
、
災
害
情
報
の
伝
達
が

山
や ま は た

畑 祐
す け お

男  議員

無
意
識
の
中
に
男
女

の
差
別
を
意
識
さ
せ

て
い
る
も
の
は
、
男
女
別
の

名
簿
。
混
合
名
簿
は
、
県
内

の
８
割
近
い
小
学
校
が
採
用

し
て
い
る
。町
で
の
導
入
は
。

教
育
委
員
会
事
務
局

長　

町
が
初
め
て
示

す
男
女
共
同
参
画
に
関
す

る
町
の
方
向
性
を
確
認
し

た
上
で
対
応
し
た
い
。
導

入
と
な
る
と
十
分
な
準
備

期
間
が
必
要
。

男
女
共
同
参
画
計
画

策
定
の
た
め
の
推
進

協
議
会
の
活
動
は
。

町
長　

誰
も
が
等
し
く

社
会
の
利
益
を
享き

ょ
う
じ
ゅ受 

す
る
こ
と
が
で
き
、
社
会
に

対
し
て
共
に
責
任
を
担
う
べ

き
社
会
と
な
る
よ
う
、
協
議

を
進
め
て
い
く
。

中
学
校
の
部
活
動
に

対
し
て
、
教
育
委
員

会
は
、
ど
の
よ
う
に
提
言

し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

教
育
委
員
会
事
務
局

長　

本
年
６
月
に
適

正
な
部
活
動
の
運
営
に
関

す
る
方
針
を
定
め
、
対
応

を
進
め
て
い
る
。

中
学
校
部
活
動
の
教

職
員
の
業
務
多
忙
に

対
し
て
の
対
応
は
。

教
育
委
員
会
事
務
局

長　

多
忙
解
消
に
向

け
、
本
年
度
よ
り
ス
ク
ー

ル
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
・

部
活
動
指
導
員
を
配
置
。

ま
た
継
続
し
て
ス
ポ
ー
ツ

エ
キ
ス
パ
ー
ト
事
業
に
よ

る
活
動
の
外
部
コ
ー
チ
の

応
援
を
活
用
。

八
幡
山
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
整
備
計
画
と
、
そ

れ
に
よ
る
吉
岡
中
校
庭
の

影
響
は
。

教
育
委
員
会
事
務
局

長　

吉
岡
中
校
舎
増

築
、
駒
寄
小
体
育
館
建
て
替

え
な
ど
が
あ
り
、
速
や
か

な
事
業
着
手
は
困
難
。
だ

が
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
南
側
に

ソ
フ
ト
部
の
練
習
場
と
し

て
も
使
用
可
能
な
仮
設
広

場
の
整
備
を
考
え
て
い
る
。

大
型
商
業
施
設
進
出

に
つ
い
て
、
そ
の
規

模
は
。町

長　

開
発
面
積
は

13
・
２
ha
で
、
ホ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
・
資
材
館
・

食
品
店
舗
・
駐
車
場
。

大
型
商
業
施
設
進
出

に
伴
う
道
路
網
の
整

備
は
。産

業
建
設
課
長　

渋

滞
が
懸
念
さ
れ
る
、

関
係
機
関
と
の
協
議
も
進

め
ら
れ
て
い
る
。

答

答

答

答

答答

答 　  

適
正
な
運
営
に
関
す
る
方
針
を
定
め
た

中
学
校
の
部
活
動
へ
の
提
言
は

学校の男女
混合名簿の
導入は

吉岡バイパスから大型商業施設建設予定地を望む

答

問

問

問

問問

問

問問

答

答

 　十分な準備期間
　 が必要

定
例
会

一
般
会
計

特
別
会
計

補
正
予
算 

他

委
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会
審
査
委
員
会
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他
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否
一
覧

一
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問
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時
会
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察
・
研
修
町
の
散
歩
道 

他
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吉
岡
中
北
の
変
則
的

な
五
差
路
の
交
差
点

に
、
秋
・
冬
、
夜
間
と
、

照
明
が
必
要
と
思
う
が
。

ま
た
、
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
交

差
点
は
可
能
か
。

町
長　

町
と
し
て
も
、

県
と
連
携
を
し
て
い

き
た
い
。
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル

交
差
点
に
は
な
ら
な
い
と

思
う
。信

号
待
ち
の
た
め
の

待
機
場
所
を
広
く
確

保
で
き
な
い
か
。

町
長　

県
か
ら
歩
道

の
設
置
の
話
が
あ
り
、

町
で
も
努
力
し
た
い
。

飯
い い じ ま

島　衛
まもる

  議員

教
育
費
の
負
担
を
軽

減
す
る
政
策
が
着
実

に
前
進
し
て
い
る
。
新
入

学
児
童
生
徒
へ
の
学
用
品

な
ど
の
就
学
援
助
は
、
入

学
前
の
支
給
が
良
い
と
思

う
が
。町

長　

入
学
前
に
支

給
す
る
取
り
組
み
が

広
が
っ
て
い
る
こ
と
は
認

識
し
て
い
て
、
町
と
し
て

も
前
向
き
に
検
討
を
進
め

た
い
。子

育
て
支
援
と
し
て
、

祖
父
母
手
帳
や
子
育

て
応
援
ア
プ
リ
な
ど
の
活

用
が
で
き
な
い
か
。

健
康
福
祉
課
長　

祖

父
母
手
帳
は
、
出
版

社
な
ど
か
ら
購
入
可
能
な

の
で
、
希
望
者
に
配
布
す

問問 答答

　 前向きに
　 検討したい

就学援助の
入学前支給を

答

る
こ
と
は
可
能
だ
が
、
子

育
て
応
援
ア
プ
リ
の
導
入

は
考
え
て
い
な
い
。

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の

子
ど
も
の
人
数
と
、

お
弁
当
持
参
の
子
ど
も
の

対
処
は
。

町
長　

明
治
小
24

人
、
駒
寄
小
27
人
、

吉
岡
中
17
人
で
あ
る
。
ま

た
、
給
食
が
全
く
食
べ
ら

れ
な
い
子
ど
も
か
ら
は
、

当
然
費
用
は
頂
か
な
い

が
、
部
分
的
に
お
弁
当
を

持
参
す
る
子
ど
も
へ
は
費

用
的
な
対
応
は
行
っ
て
い

な
い
。食

品
ロ
ス
の
対
処
と

食
育
に
、
町
は
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
る
か
。

教
育
委
員
会
事
務
局

長　

Ｐ
Ｔ
Ａ
を
対
象

に
、
給
食
の
試
食
会
や
給
食

時
間
に
食
育
指
導
な
ど
行

っ
て
い
る
。
成
果
と
し
て
、

給
食
の
残
量
が
減
少
す
る

な
ど
効
果
が
で
て
い
る
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
は

ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
な
ど
の
栽
培
体
験
や

田
植
え
、
収
穫
作
業
な
ど

を
農
家
の
人
と
行
っ
て
い

て
、
食
育
活
動
に
つ
な
が

る
と
考
え
て
い
る
。

自
治
会
に
あ
る
遊
具

の
維
持
点
検
管
理
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

町
長　

自
治
会
に
あ

る
遊
具
13
カ
所
の
点

検
管
理
は
、
町
で
年
１
回
実

施
し
て
い
て
、
遊
具
の
整
備

な
ど
は
町
の
集
落
施
設
等

整
備
事
業
の
補
助
金
で
整

備
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
。

対策が待たれる五差路

定
例
会

一
般
会
計

特
別
会
計

補
正
予
算 

他

委
員
会
審
査
委
員
会
発
議 

他

賛
否
一
覧

一
般
質
問

臨
時
会

視
察
・
研
修
町
の
散
歩
道 

他

問問

問問問

答答

答

答答 　 

県
と
連
携
し
た
い

吉
岡
中
北
の
交
差
点
に
照
明
設
置
を

答
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小
こ い け

池 春
は る お

雄  議員

今
年
の
西
日
本
の
豪

雨
に
よ
る
犠
牲
者
の

大
半
が
高
齢
者
、
被
害
を

受
け
た
市
町
村
の
要
援
護

者
避
難
計
画
が
う
ま
く
機

能
し
な
か
っ
た
。
町
の
同

計
画
の
見
直
し
を
。

町
長
　
平
成
28
年
に

吉
岡
町
災
害
時
避
難

行
動
要
支
援
者
避
難
支
援

プ
ラ
ン
を
作
成
し
、
要
支

援
者
が
災
害
時
に
迅じ

ん
そ
く速
な

避
難
が
で
き
る
よ
う
、
整

備
を
図
っ
て
い
る
。

町
民
生
活
課
長
　
要
支
援

者
名
簿
登
録
者
を
防
災
情

報
な
ど
に
基
づ
き
、
早
い

段
階
で
避
難
行
動
が
で
き

る
よ
う
に
、
避
難
支
援
体

制
を
整
え
て
い
る
。

要
支
援
者
避
難
支
援

プ
ラ
ン
を
、
よ
り
実

効
性
の
あ
る
も
の
に
す
る

に
は
。町

長
　
町
も
全
体
的

な
防
災
訓
練
を
初
め

て
実
施
。
結
果
、
全
自
治

会
が
防
災
に
つ
い
て
認
識

し
て
く
れ
た
と
思
う
。
訓

練
が
一
番
大
事
と
考
え
こ

れ
か
ら
も
継
続
。

町
に
は
災
害
時
避
難

所
が
37
カ
所
あ
る
が
、

不
適
当
な
所
も
あ
る
。
安

心
で
き
る
場
所
の
選
定
を
。

町
民
生
活
課
長
　
自

治
会
の
施
設
の
耐
震

性
を
確
認
し
、
見
直
し
を

考
え
る
。

答

答

答

 　避難支援体制
　 の整備中

　  

補
助
金
制
度
は
考
え
て
い
な
い

学
校
給
食
、
地
産
地
消
に
補
助
金
を

災害時要援護者
避難計画の
見直しを

これからも継続が望まれる町全体の防災訓練

答

問

問

問

答
学
校
給
食
で
の
地
産

地
消
、
補
助
金
を
出

し
て
推
進
す
べ
き
と
考
え

る
が
。町

長
　
地
産
地
消
に

つ
い
て
は
、
出
荷
組

合
と
連
携
を
す
る
が
、
補

助
金
制
度
は
考
え
て
は
い

な
い
。学

校
給
食
で
の
残
留

農
薬
検
査
の
実
施
状

況
は
。教

育
委
員
会
事
務
局

長
　
給
食
セ
ン
タ
ー

独
自
の
検
査
は
し
て
い
な

い
が
、
国
内
流
通
の
食
品

中
の
農
薬
に
つ
い
て
は
、

国
監
視
指
導
計
画
な
ど
で

検
査
。
県
で
は
食
品
安
全

セ
ン
タ
ー
で
、
残
留
農
薬

検
査
を
計
画
的
に
実
施
。

安
心
な
学
校
給
食
確

保
に
町
独
自
の
検
査

を
。

教
育
長
　
必
要
で
あ

れ
ば
検
討
し
た
い
。

給
食
セ
ン
タ
ー
の
民

間
委
託
が
３
年
経
過

し
た
が
、
メ
リ
ッ
ト
・
デ

メ
リ
ッ
ト
は
。

教
育
委
員
会
事
務
局

長
　
メ
リ
ッ
ト
は
調

理
体
制
の
強
化
・
衛
生
管

理
体
制
の
向
上
・
事
務
負

担
の
軽
減
な
ど
で
、
食
の

安
全
安
心
が
充
実
し
た
。

デ
メ
リ
ッ
ト
は
業
務
委
託

で
負
担
金
、
補
助
金
お
よ

び
交
付
金
な
ど
が
減
少
し

た
も
の
の
、
そ
れ
以
上
に

業
務
委
託
が
増
加
し
て
い

る
。

定
例
会

一
般
会
計

特
別
会
計

補
正
予
算 

他

委
員
会
審
査
委
員
会
発
議 

他

賛
否
一
覧

一
般
質
問

臨
時
会

視
察
・
研
修
町
の
散
歩
道 

他

答

答答

答 問問

問

問
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防
災
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
設
置
工
事
請
負
契
約
の
締
結

〇
契
約
の
目
的

　

防
災
行
政
無
線
デ
ジ
タ

　

ル
化
設
置
工
事

〇
契
約
の
方
法

　

指
名
競
争
入
札
に
よ
る

　

契
約

〇
契
約
の
金
額

　

９
４
８
２
万
円

〇
契
約
の
相
手
方

　

藤
田
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

　

グ
株
式
会
社

　

代
表
取
締
役
社
長

　

藤
田　

実

  

工
事
概
要

　

今
回
は
、
子
局
設
備
20

局
・
戸
別
受
信
機
２
５
０

台
を
設
置
す
る
も
の
。

　

全
体
計
画
と
し
て
は
、

親
局
設
備
・
子
局
設
備
21

局
・
移
動
系
無
線
設
備
30

台
・
戸
別
受
信
機
５
１
２

５
台
で
、
完
成
は
平
成
33

年
度
予
定
。
残
る
は
、
移

動
系
無
線
設
備
30
台
・
戸

別
受
信
機
４
８
７
５
台
。

今
回
の
工
事
で
25
％
実

施
。

デジタル化への更新が進む防災無線システム（役場庁舎）

第１回 臨時会賛否一覧

議員名　　

　　議案名および内容

結果 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

賛
　
　
成

反
　
　
対

議
決
結
果

富
岡
　
大
志

大
林
　
裕
子

金
谷
　
康
弘

五
十
嵐
善
一

柴
﨑
德
一
郎

竹
内
　
憲
明

髙
山
　
武
尚

村
越
　
哲
夫

坂
田
　
一
広

飯
島
　
　
衛

岩
﨑
　
信
幸

平
形
　
　
薫

山
畑
　
祐
男

小
池
　
春
雄

岸
　
　
祐
次

馬
場
　
周
二

議
　
　
案

第37号
平成３０年度防災行政無線放
送施設デジタル化設置工事請
負契約の締結…上記参照

15 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第38号
税条例の一部改正…法の一部
改正に伴い、固定資産税の課
税標準に係る特例率を定める
必要があるため

15 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

可…可決、否…否決、○…賛成、×…反対、欠…欠席、退…退席、除…除斥	 	 	
議長は採決に加わっていないため「－」で表示	

定
例
会

一
般
会
計

特
別
会
計

補
正
予
算 

他

委
員
会
審
査
委
員
会
発
議 

他

賛
否
一
覧

一
般
質
問

臨
時
会

視
察
・
研
修
町
の
散
歩
道 

他

第１回
臨時会

防災無線デジタル化
第２段階へ
　８月３日に第１回臨時会を行い、議案２件が提案され、
原案どおり可決しました。
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視察研修
リポート

宮城県仙
せん だ い し

台市

栃木県芳
は が ま ち

賀町

茨城県境
さかいまち

町

福島県泉
いずみざきむら

崎村

長野県飯
いいづなまち

綱町 栃木県茂
も て ぎ ま ち

木町

総
務
常
任
委
員
会

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

公
共
交
通
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
を
学
ぶ

境
町
健
康
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
視
察
し
て

栃
木
県

茨
城
県

　

７
月
２
日
３
日
、
栃
木
県
茂

木
町
と
芳
賀
町
で
公
共
交
通
デ

マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
運
行
状
況

の
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

茂
木
町
は
、
平
日
と
土
曜
に

運
行
。
運
休
は
日
曜
、
祝
日
、

お
盆
、
年
末
年
始
。
運
賃
は
大

人
３
０
０
円
子
ど
も
１

５
０
円
で
す
。

　

芳
賀
町
は
、
平
日
、

土
曜
、
祝
日
に
運
行
。

日
曜
、
年
末
年
始
は
運

休
。
大
人
２
０
０
円
子

ど
も
１
０
０
円
。
両
町

と
も
、
事
前
に
予
約
セ

ン
タ
ー
か
町
の
担
当
課

に
登
録
し
、
予
約
セ
ン

タ
ー
に
連
絡
し
て
町
内

と
町
外
２
施
設
を
、
芳

賀
町
は
車
３
台
と
茂
木

町
は
４
台
で
運
行
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
70
代

80
代
の
女
性
に
よ
る
医

療
機
関
と
商
業
施
設
へ

　
７
月
14
日
15
日
、
茨
城
県
の
境

町
で
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

境
町
で
は
、
平
成
29
年
9
月

か
ら
、
健
康
づ
く
り
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
３
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。「
健

幸
マ
イ
レ
ー
ジ
」
は
、

18
歳
以
上
の
健
康
づ
く

り
を
応
援
し
、
町
の
健

診
な
ど
目
標
を
決
め
て

取
り
組
む
と
マ
イ
ル
が

貯
ま
り
、
健
康
食
品
な

ど
と
交
換
で
き
ま
す
。

「
葉
酸
サ
プ
リ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
は
、
認
知
症

予
防
に
効
果
が
あ
る
葉

酸
サ
プ
リ
メ
ン
ト
を
65

歳
以
上
、
千
人
に
１
年

分
配
布
す
る
も
の
で

す
。「
メ
タ
ボ
脱
出
減

量
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」は
、

20
歳
以
上
で
Ｂ
Ｍ
Ｉ
が

25
以
上
の
人
が
対
象

で
、
３
カ
月
間
減
量
に

の
利
用
が
大
部
分
で
、
両
町
と

も
エ
リ
ア
を
定
め
て
定
期
便
で

運
行
し
て
お
り
、
料
金
も
安
く
、

予
約
セ
ン
タ
ー
方
式
で
集
約
さ

れ
、
利
用
し
や
す
い
と
の
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

（
委
員
長　
岩
﨑　
信
幸
）

取
り
組
む
も
の
で
、
町
民
に
大
変

好
評
と
の
こ
と
で
し
た
。

（
委
員
長　
飯
島　
衛
）

デマンドタクシーの運用状況を学ぶ（芳賀町）

町長より「健幸づくりプロジェクト」の説明を聞く（境町）

定
例
会

一
般
会
計

特
別
会
計

補
正
予
算 

他

委
員
会
審
査
委
員
会
発
議 

他

賛
否
一
覧

一
般
質
問

臨
時
会

視
察
・
研
修
町
の
散
歩
道 

他
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定
例
会

一
般
会
計

特
別
会
計

補
正
予
算 

他

委
員
会
審
査
委
員
会
発
議 

他

賛
否
一
覧

一
般
質
問

臨
時
会

視
察
・
研
修
町
の
散
歩
道 

他

地
方
創
生
対
策
特
別
委
員
会

議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会

「
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
農
山
漁
村
の
宝
」
の
法
人
に
学
ぶ

飯
綱
町
議
会
に
学
ぶ

福
島
県 

・ 

宮
城
県

長
野
県

　

７
月
23
日
、
福
島
県
泉
崎
村
の
社
会

福
祉
法
人
こ
こ
ろ
ん
で
、
農
業
と
福
祉

が
連
携
し
て
互
い
の
問
題
を
解
決
し
、

新
し
い
事
業
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

創
出
す
る
取
り
組
み
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

障
害
者
の
社
会
参
加
や

就
業
支
援
の
た
め
に
、
耕

作
放
棄
地
を
再
生
利
用

し
、
無
農
薬
、
無
化
学
肥

料
で
の
農
産
物
の
栽
培
・

加
工
や
、
直
売
所
販
売
と

移
動
販
売
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。
懸
命
に
働
く

障
害
者
の
姿
が
、
心
に
強

く
残
る
視
察
で
し
た
。

　
７
月
24
日
、
宮
城
県
仙

台
市
の
一
般
社
団
法
人
リ

ル
ー
ツ
で
、
被
災
農
家
の

野
菜
販
売
・
地
元
企
業
と

連
携
し
た
レ
ト
ル
ト
カ
レ

ー
の
商
品
化
な
ど
の
取
り

組
み
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
で
始
ま

っ
た
大
学
生
主
体
の
ボ
ラ

　
８
月
６
日
、
長
野
県
飯
綱
町
議
会
で
議

会
改
革
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
視
察
研

修
を
行
い
ま
し
た
。

　

長
野
市
に
隣
接
し
平

成
の
大
合
併
で
誕
生
し

た
人
口
１
万
１
６
０
０

人
、
農
業
が
基
幹
産
業

の
町
で
す
。
合
併
に
よ

り
議
員
の
意
識
改
革
が

始
ま
り
今
日
ま
で
さ
ま

ざ
ま
な
改
革
を
行
っ
て

き
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

飯
綱
町
議
会
で
は
１

期
目
議
員
へ
の
学
習
会

の
実
施
を
始
め
、
議
会

改
革
の
内
容
を
町
民
に

宣
言
し
、
目
標
達
成
に

向
け
取
り
組
ん
で
き
た

と
の
こ
と
で
し
た
。
議

会
改
革
で
一
番
大
切
な

改
革
は
、
議
員
そ
れ
ぞ

れ
の
意
識
改
革
が
重
要

と
の
こ
と
で
し
た
。
議

員
そ
れ
ぞ
れ
の
意
識
改

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
現
在
も
継
続
し
、
復

旧
か
ら
復
興
に
向
け
、
地
域
再
生
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
る
姿
に
衝
撃
を
受
け

ま
し
た
。

（
委
員
長　
小
池　
春
雄
）

革
は
、
大
き
な
課
題
で
あ
る
と
痛
感
し

た
視
察
研
修
で
し
た
。

（
委
員
長　
山
畑　
祐
男
）

農福連携事業に取り組む「こころん」で移動販売の説明を受ける

議長から議会改革のポイントを学ぶ（飯綱町）
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私
の
百
年

中
なか じ ま

島　信
の ぶ よ し

好さん
（大久保寺上）

原
は ら だ

田　正
ま さ み

已さん
（陣場）

週
末
の
め
ざ
め

103

大お

お

い井
　
俊し

ゅ
ん
い
ち一

さ
ん
（
北
下
）

に
弾
む
声
が
役
場
南
駐
車

場
に
響
き
ま
す
。
年
配
グ

ル
ー
プ
、
熟
年
選
手
、
ス

ポ
少
選
手
に
コ
ー
チ
と
父

兄
、
中
学
選
手
に
先
生
と

父
兄
、
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

の
生
徒
、
ツ
ア
ー
バ
ス
待

ち
の
人
。

　

夕
方
は
、
選
手
父
兄
の

弾
む
声
。
明
日
へ
の
力
に

　

週
末
、
朝
明
る
い
笑
い

声
で
目
を
覚
ま
し
ま
す
。

　

薄
暗
い
中
、
今
日
一
日

の
楽
し
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

と
先
生
コ
ー
チ
。
土
産
話

に
、
尽
き
ぬ
声
が
弾
き
ま

す
。

　

子
ど
も
の
頃
人
口
九
千

人
、今
は
二
万
人
を
超
え
、

大
勢
の
す
ば
ら
し
い
人

格
知
識
経
験
の
持
ち
主
が

増
え
、
仲
間
と
や
り
た
い

こ
と
が
で
き
る
子
ど
も
た

ち
。
素
晴
ら
し
い
街
、
吉

岡
で
す
。

　

た
だ
、
ま
だ
欲
し
い

物
が
あ
り
ま
す
。
文
化

セ
ン
タ
ー
エ
ン
ト
ラ
ン

ス
に
自
由
に
弾
け
る
ピ

ア
ノ
と
、同
東
側
広
場・

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス

な
ど
が
自
由
展
示
ス
ペ

ー
ス
に
な
れ
ば
、
街
に

文
化
が
薫か

お

り
ま
す
。

初
め
て
の
議
会
傍
聴

　

議
会
議
場
に
行
く
の

は
、初
め
て
の
経
験
で
す
。

傍
聴
席
に
腰
を
お
ろ
し
議

場
内
を
見
渡
す
。
一
般
質

問
が
始
ま
り
、
生
活
に
密

着
し
た
身
近
な
問
題
か

ら
、
災
害
時
、
安
全
な
避

難
場
所
の
確
保
、
町
民
の

命
を
ど
う
守
る
か
、
食
品

ロ
ス
ほ
か
、
質
問
は
多
岐

に
わ
た
る
。
白
熱
し
た
議

論
が
続
く
な
か
、
私
も
傍

聴
席
か
ら
議
論
に
参
加
し

て
い
る
気
分
に
な
る
。
議

会
を
傍
聴
し
て
色
々
な
難

問
が
山
積
し
て
い
る
こ
と

を
、改
め
て
知
り
ま
し
た
。

台
風
、
地
震
が
多
発
し
、

ま
た
大
型
化
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
防
災
に
関
す
る

議
論
は
か
さ
ね
て
お
願
い

し
ま
す
。

　

少
し
疲
れ
ま
し
た
が
良

い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

　

最
近
知
人
か
ら
、
お
母

さ
ん
の
百
歳
祝
い
で
あ
る

と
お
赤
飯
を
頂
き
ま
し
た
。

　

今
年
全
国
で
６
万
７
千

人
が
百
歳
に
な
り
、
そ
の

内
八
割
が
女
性
と
の
こ
と
。

こ
こ
で
も
女
性
が
活
躍
し

て
い
た
と
感
心
し
て
い
ま

す
。
果
た
し
て
六
十
七
歳

の
私
は
、
ど
こ
ま
で
人
生
を

つ
な
げ
ら
れ
る
か
、
期
待

す
る
こ
と
大
で
あ
り
ま
す
。

　
周
囲
の
方
に
伺う

か
が

う
と
、
元

気
で
長
生
き
な
ら
良
い
が
、

寝
た
き
り
で
長
生
き
し
た

く
な
い
と
話
す
方
が
多
い

の
で
す
が
、
私
は
ワ
ラ
に
し

が
み
つ
い
て
も
生
き
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
残

さ
れ
た
四
十
年
を
ど
う

設
計
し
よ
う
か
、
こ
れ

か
ら
と
て
も
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。

これからの人生設計楽しみですね

ま
た
の
傍
聴
を

　
お
待
ち
し
て
い
ま
す

定
例
会

一
般
会
計

特
別
会
計

補
正
予
算 

他

委
員
会
審
査
委
員
会
発
議 

他

賛
否
一
覧

一
般
質
問

臨
時
会

視
察
・
研
修
町
の
散
歩
道 

他
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災
害
に
備
え
て馬

ば ば

場　敦
の ぶ こ

子さん
（北下）

問１

問２

問３

平成２９年度一般会計歳出決算額は何億円だっ
たでしょう。
Ａ．７２億円　　Ｂ．８２億円　　Ｃ．９２億円
花と緑のぐんまづくりは約何万人が来場したで
しょう。
Ａ．１万人　　Ｂ．３万人　　Ｃ．７万人	
教育委員の任期は何年でしょう。
Ａ．３年　　Ｂ．４年　　Ｃ．５年

応募方法　
・はがきに答えの記号（例１－Ａ）、住所、氏名、年齢、
  職業を書いてください。
・ご意見やご要望などもあわせてお寄せください。
   「お便りコーナー」で紹介します。
応募先　
　〒 370–3692　
　吉岡町大字下野田５６０番地　吉岡町議会事務局
応募期限　１２月１日消印有効
賞品　正解者の中から抽選で５人の方に、図書カード
をプレゼントします。当選者の発表は、商品の発送を
もって代えさせていただきます。

　前回の正解は１－Ｂ、２－Ｂ、３－Ｃでした。

次の議会は１２月上旬を予定しています。
会議は９時３０分から始まります。
ぜひお越しください。
日程などは広報よしおか１１月号に掲載さ
れます。
また、町ホームページでもお知らせします。

　
近
年
地
震
が
頻ひ

ん
ぱ
ん繁
に
起

き
、
各
地
で
の
被
害
が
ニ
ュ

ー
ス
等
で
報
道
さ
れ
、
人
々

の
防
災
意
識
が
高
ま
っ
て

い
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。

　
私
は
こ
の
吉
岡
町
に
数

十
年
住
ん
で
い
ま
す
が
、
最

近
よ
く
防
災
無
線
を
耳
に

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

地
震
や
火
事
、
台
風
だ
け

で
な
く
、
夏
に
は
熱
中
症

予
防
の
放
送
も
あ
り
、
外

で
活
動
さ
れ
て
い
る
方
へ

の
注
意
喚
起
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
う
い
っ
た
放
送
な
ど

に
よ
っ
て
、
防
災
意
識

が
高
ま
り
、
い
ざ
と
い

う
時
に
し
っ
か
り
対
応

で
き
る
こ
と
で
被
害
は

少
な
く
な
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

 表紙の写真

　天候不順のため１日順延となった９月２８日、雲
一つない快晴の秋空の下、八幡山グラウンドで、第
５１回吉岡中学校体育大会が開催されました。
　昼食休憩後の午後の部、２つ目の競技「長縄跳び」
に挑戦する吉中生。胃袋の重さもなんのその、クラ
スの優勝を目指し、軽やかにジャンプし、１４人の
メンバーがチーム力で勝負する様子をとらえた場面
であります。

みんなで防災意識を高めましょう

No.

121

定
例
会

一
般
会
計

特
別
会
計

補
正
予
算 

他

委
員
会
審
査
委
員
会
発
議 

他

賛
否
一
覧

一
般
質
問

臨
時
会

視
察
・
研
修
町
の
散
歩
道 

他

お便りコーナー
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24

年
4
回
発
行

発　

行　

吉
岡
町
議
会

責
任
者　

議
長　

馬
場　

周
二　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

編　

集　

議
会
広
報
常
任
委
員
会

☎

No.121

14

編
集
後
記

編
集
委
員

委  

員  

長　

金
谷　

康
弘

副
委
員
長　

村
越　

哲
夫

委　
　

員　

髙
山　

武
尚

　
　
　
　
　

竹
内　

憲
明

　
　
　
　
　

五
十
嵐
善
一

　
　
　
　
　

大
林　

裕
子

　
　
　
　
　

富
岡　

大
志

　

た
わ
わ
に
実
っ
た
稲
穂
が
、

黄
金
に
色
づ
き
、今
年
も
変
わ
る

事
な
く
、実
り
の
秋
を
迎
え
ま

し
た
。

　

し
か
し
、日
本
列
島
を
見
渡

す
と
、地
震
や
高
温
、ゲ
リ
ラ
豪

雨
や
台
風
な
ど
に
よ
る
甚
大
な

被
害
が
、い
た
る
所
で
起
こ
り
、

自
然
の
力
に
脅
威
を
感
じ
る
こ

の
頃
で
す
。

　

９
月
議
会
一
般
質
問
で
も
、災

害
時
の
対
応
に
つ
い
て
の
質
問

が
あ
り
ま
し
た
。吉
岡
町
も
、い

つ
災
害
が
起
こ
る
か
わ
か
り
ま

せ
ん
。日
頃
の
家
族
や
ご
近
所

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、そ

し
て
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
、

い
か
に
大
切
か
と
思
い
ま
す
。

　

議
会
だ
よ
り
も
、議
会
と
皆

様
を
つ
な
ぐ
も
の
と
し
て
、編
集

に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。読

ん
で
い
た
だ
き
、皆
様
の
ご
意
見

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

（
大
林　

裕
子
）

漆
原
神
社
由
来
記
と

漆
原
保
育
園

漆
原
神
社
由
来
記
と

漆
原
保
育
園

　漆原小字諏訪の地に鎮座して地元住民の
尊崇を受けている鎮守の社・漆原神社は、
明治４３年４月稲荷神社（茶の木と瀬来）、
諏訪神社（西原と新田）、白髭神社（根古屋）、
北野神社（天神廻り）、大山祇神社（大町）、
神明宮（上野原）の八社が現在地に合祀され、
村社漆原神社となって今日に至り、平成２２
年４月には合祀１００周年記念の春季祭典
が行われました。これらの八社は亀山天皇
（第９０代天皇１２６０～１２７４）の頃に
祭られた神々で、領主（桃井義胤か）の崇
敬が厚く、祭典の節には幣帛料を供進した
といい、村民は漆の木を植え、漆を採取し
て領主に差し上げたので、漆原の村名をも
らったとも言われています。その後、漆原

十二紀の氏神となり同族の崇敬を集め、さ
らには小字の鎮守神として字民から尊敬を
受けてきたが、明治政府の神社合祀令によ
り漆原神社となったものであります。
　また神社境内にある「漆原保育園創設記
念之碑」は、昭和３０年３月開園当初、漆
原保育園が漆原神社の社務所を園舎として
間借りし、３０名前後の園児たちの保育を
行っていたことの証であります。
　昭和５５年度からは、社会福祉法人吉岡
会第四保育園として再出発。平成２７年
１１月、境内地北隣に定員２００名の立派
な２階建て園舎に建て替えられ、今日に
至っています。
　　　　　　　　　　参考文献：吉岡村誌

ちんざ

そんすう ちんじゅ やしろ

しらひげ

しんめいぐう ごうし

すう

けい

あざのたみ

きょうしん

こ
が
ね

へいはくりょう

もものいよしたね

まわ おおやまづみ

新潟方面

東京方面

八木原駅 至渋川

至上毛大橋

リバートピア
吉岡

緑
地
運
動
公
園

第三保育園

群馬総社駅

駒寄小学校

長松寺

関
越
自
動
車
道

上
越
線

第四保育園●
漆原神社●

駒寄

緑地運動公園入口

向かって左が本殿　右が社務所

漆原保育園創設記念の碑 現在の第四保育園


